







































































































































































































































































フェミニズム／ジェンダー 批評で読む〈家族〉表象 9 
読むj（準審書林， 2007年）で言及。
(7) 宇佐美毅「十三夜心への暴力J（岩淵宏子・長谷川啓編『ジェンダーで読む 愛・性・家族』
東京堂出版， 2006年）で言及。
(8) 小林富久子「女坂 『妻妾同居Jという心理的拷問J（同）で言及。
(9) 駒尺喜美著『魔女的文学論j（三一書房， 1982年）『激石という人吾輩は吾輩である』（思想、の
科学社， 1987年）で言及。
(10）水田宗子著『ヒロインからヒーローヘ 女性の自我と表現』（田畑書店， 1982年）・沼沢和子著
『宮本百合子論』（武蔵野書房， 1993年）・岩淵宏子著『宮本百合子 家族，政治，そしてフェミ
ニズム』（翰林書房， 1996年）で言及。
(1）矢浮美佐紀「きらきらひかる く偽装結婚〉という共同体J（注（ 7）の『ジェンダーで読む
愛・性・家族jに同じ）で言及。
(12）溝部俊実子「父の詫び状近代家族の原像」（注（ 7）の『ジェンダーで読む愛・性・家族J
に同じ）で言及。
(13）石川結貴著『ルポ 子どもの無縁社会j（中公新書ラクレ， 2011年）で言及。
(14）阿木津英著『二十世紀短歌と女の歌』（事著書書林， 2011年）で言及。
(15）高橋敏夫・平井玄・粉川哲夫著『思想、のポリティクス一反キーワード集』（亜紀書房， 1986年）。
